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11
月
13
日
、
佐
渡
市
と
新
潟
大
学
は
、

地
域
社
会
の
発
展
と
人
材
育
成
に
寄
与
す

る
た
め
、
包
括
的
な
連
携
協
定
の
締
結
式

を
行
い
ま
し
た
。

佐
渡
市
に
は
新
潟
大
学
理
学
部
の
臨
海

実
験
所
や
農
学
部
演
習
林
が
あ
り
、
こ
れ

ま
で
も
交
流
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
は

幅
広
い
分
野
で
の
連
携
に
取
組
み
や
す
く

な
り
ま
す
。

締
結
式
は
、
新
潟
大
学
医
学
部
で
行
わ

れ
、
髙
野
市
長
と
下げ

條じ
ょ
う

新
潟
大
学
長
が

出
席
し
て
、
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

締
結
式
終
了
後
、
地
域
支
援
テ
レ
ビ
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
た
、
厚
生
連
佐
渡
総
合

病
院
と
新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
病
院
と
の

専
門
医
療
の
検
討
風
景
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
で
は
、「
ふ
る
さ
と
佐
渡
を
応
援
し

た
い
」「
佐
渡
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
」

と
い
う
思
い
を
市
内
外
の
皆
さ
ま
か
ら
寄

付
金
と
い
う
形
で
佐
渡
の
活
性
化
の
た
め

に
応
援
い
た
だ
き
た
く
「
佐
渡
ふ
る
さ
と

島
づ
く
り
寄
付
金
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
制
度
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
報
さ
ど
８

月
号
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。）

◆
申
込
状
況
に
つ
い
て

　

今
年
７
月
の
募
集
開
始
か
ら
現
在

（
11
月
末
）
ま
で
、
表
1
の
と
お
り
多

数
の
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

◆
募
集
の
お
願
い

　

年
末
年
始
を
控
え
、
帰
省
や
年
賀
状

の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
帰
省
さ
れ
る

方
や
市
外
の
方
へ
の
お
便
り
に
ふ
る
さ

と
佐
渡
の
近
況
と
と
も
に
佐
渡
ふ
る
さ

と
島
づ
く
り
寄
付
金
制
度
も
ご
紹
介
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆�

お
問
い
合
わ
せ　

市
役
所　

税
務
課

（
市
民
税
係
）
☎
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０

新
潟
大
学
と
連
携
し
て　

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を

ふ
る
さ
と
佐
渡
の
た
め
に
…

新
潟
大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

佐
渡
ふ
る
さ
と
島
づ
く
り
寄
付
金（
ふ
る
さ

と
納
税

）

の
募
集
と
申
込
状
況

連携・協力する主な分野
・自然、環境、医療、保健および福祉
に関すること
・産業および地域振興に関すること
・教育、文化およびまちづくりに関す
ること
・そのほか必要な分野に関すること

地域テレビ支援システムのデモンストレーション
佐渡総合病院と新潟大学病院がテレビを介して
結ばれ、ライブで助言・指導できるシステムです。

協定書にサインし、握手を交わす新潟大学・下條学長
（左）と髙野市長

表1�申込状況
活用メニュー別 件数 金額（円）

①�人と自然にやさしい島づ
くり応援コース 10 135,000

②�豊かな暮らしづくり応援
コース 3 80,000

③�活力のあるまちづくり応
援コース 4 180,000

④�教育と文化への取り組み
応援コース 5 420,000

⑤市長にお任せコース 24 2,175,000
計 46 2,990,000

（寄付者の住所地別の内訳）
県　外 県　内 市　内 計
44 １ １ 46

＊�寄付金申込書は、税務課、支所市民課、市
ホームページ内にあります。


